平成２７年度「特色ある学校づくり対策事業」実践事例報告
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１　目的

本校の生徒は，真面目で控えめであり，素朴で和やかな雰囲気をもっている。学習に対しても真面目に取り組むとともに，体験学習や行事においては関心と責任感ももって一生懸命取り組んでいる。しかし，少人数でほのぼのとした中に自己啓発心がもう少し欲しいところもある。特に，学力に係る向上心やコミュニケーション能力・表現力に関しては意図的に養う必要がある。
本校教育目標は「豊かな感性と自分で生き抜く力をもつ生徒」を育成することである。自ら課題を見つけ，解決していくための判断力・実践力の向上を図りながら主体性を育てる（気づき・考え・行動する）という具体的目標をもって，今年度も特色ある学校づくりを行っている。また，これまで行ってきた学力の充実に向けた取組も継続させながら，家庭での学習習慣の定着と内容の充実を図るよう取り組んでいる。
２　テーマ

『　自分の生き方を考えよう　 』
【テーマ設定の理由】

本校の生徒は，生徒同士の人間関係が比較的良好である一方，幼児期から小学生期を通して暗黙の内に一定の人間関係がつくりあげられている面もある。そこで，人間形成に大切な成長期でもある中学生期において，自他に対しての新しい見方や認め合う気持ちを育てていきたい。
また，今日，地域コミュニティの希薄化が深刻化する中，この地域は昔からの付き合いがある身近な人々によって地域社会が形成され，親近感を基盤に，日常生活において深い相互支援の係わりがある。地域のこども会なども定期的に催され，本校生徒も多く参加しており，地域全体での子育て姿勢がみられる。
そうした中，本校では総合的な学習の時間を通して，校内や地域での活動のみならず校外や地域外へ出て，体験学習や交流学習など，日頃出来ないさまざまな活動を行い，視野を広め，生き方について考える機会をもうけたいと考えた。
そこで，本年度はテーマを「自分の生き方を考えよう」とし，本校の教育目標である「豊かな感性と自分で生き抜く力をもつ生徒を育成する」の具現化を目指した。
３　総合学習
本校では，小規模校ならではの特色を生かし，総合的な学習の時間を中心にして「特色ある学校づくり」を進めており，全校縦割りで行う学習（全学年総合）と学年で行う学習（学年総合）の大きく２つに分けて取り組んでいる。
　【総合学習全体の学習計画】
	
	学年別活動　（ 学年総合 ）
	計
	縦割り活動（全学年総合）
	計
	総計

	1年
	野外宿泊学習
	７
	学習発表会とその取組
	10
	26
	福祉
６
	人権・平和
10
	文化・芸術
８
	24

	50

	
	職業調べ
	３
	ふるさと歴史発見 
	６
	
	
	
	
	
	

	2年
	職場体験学習　
	29
	学習発表会とその取組
	10
	46
	
	
	
	24
	70

	
	日本を知ろう
	７
	
	
	
	
	
	
	
	

	３年
	夢を育てよう
	30
	学習発表会とその取組
	10
	46
	
	
	
	24
	70

	
	手作りアルバム作成
	6
	
	
	
	
	
	
	
	


【観点】
	観　点
	趣　旨

	学習活動への意欲・関心・態度
	課題に関心を持ち，進んで問題の解決に取り組む。

	総合的な思考・判断・表現
	課題に対して，多面的・多角的に考察し，適正に判断しながら取り組み，過程や結果を適切に表現する。


　　【評価方法】

　　　　　総合的な学習の時間は，問題解決学習の場と言える。これは，学習の過程を重視するものであり，次のような評価の方法をとることにしている。

　　　　　　ア.生徒による自己評価　　　イ.相互評価　　ウ.教師による評価（ポートフォリオ，観察）

(１)縦割り活動（全学年総合）
①海南荘への訪問

【目的】

①　お年寄りの方たちとのふれあいを通して，心情豊かな生徒の育成をはかる。

②　社会や集団の中の自己の役割を認識し，自主的に活動できる態度を育てる。

　　　【内容】

①　交流会で歌を披露する。
②　海南荘でのボランティア活動（清掃活動）を行う。

　　　　　※事前学習の前に，実行委員会を発足し，交流会に向けての話し合いを行い，当日の司会進行は実行委員で行った。
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　　　②人権・平和学習
　　　【目的】

　　　　　①　平和学習を通して，生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重する態度を育てる。
　　　　　②　6.29と8.9をはじめ，すべての戦没者の冥福を祈って黙とうを捧げる。

　　　　　③　命の尊さを考え，平和な世界を求めていこうとする態度を身につけさせる。
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　③文化・芸術学習
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(２)学年別活動（学年総合）
　　　学年別で行う学習活動（学年総合）では，１年生では「野外宿泊学習」と「ふるさと歴史発見」を，２年生では「職場体験学習」と「日本を知ろう」を，３年生では「夢を育てよう」と「手作りアルバム作成」を設定している。
①職場体験学習

　　　【目的】

　　　　　①　働く人々に接して実際に仕事を体験することにより，働く意義を理解し，今後の生き方，考え方を深める。
②　働く人々への感謝の心を育て，社会の一員としての責任と自覚を深める。

③　初めての環境で自分を試す機会とし，他者との付き合い方や自ら課題を見つけ解決していく力を育てる。
【体験場所及び人数】
	事業所名
	場所
	人数

	青い実幼稚園
	赤崎町
	２年生１名

	スイーツいくた
	福石町
	２年生１名

	ドリームスポーツ
	常磐町
	２年生１名

	ペット館パピー
	日野町
	２年生１名

	九十九島動植物園　森きらら
	船越町
	２年生１名


　　　　　　　　　

　　　②野外宿泊学習，学習発表会での発表


４　学力充実に向けての取り組み
(１)言語活動の充実
　　本校では，朝自習の時間を活用し，国語力を基礎・基本として捉え，思考力・表現力・判断力の育成を目指している。
	取組
	内容
	期間

	読書
	８：１０～８：２０までを「読書の時間」とし１０分間黙読をする。
	火曜を除く

8:10～8:20

	トライやるウィーク

(漢字ずもう)
	５日間連続で，１００題の漢字テストを受け，点数に応じて表彰をする。
これに向けて各自家庭学習をする。
	年３回
(期間は１週間)

	コラム学習
	各地方の新聞コラム欄から「社会現象」「特別な話題」「その時の関心事」などを選定し，それを繰り返し音読し，筆者が言いたいことや読んで考えたことを書く。素晴らしい内容については校内に掲示をする。
	毎週火曜日


(２)家庭学習の充実
　　　　教師が日々の家庭学習ノートを点検し，日頃より励ましの言葉をかけている。なお，後期以降，放課後の時間を利用し，３年生は勉強会を行っており，自ら考え学ぼうとする生徒の育成を目指している。
(３)質問教室の実施
　　テスト一週間前の放課後を利用し，全学年に向けて質問教室を行っている。生徒は，指導してもらいたい内容を質問カードに記入し，その内容に応じて各教科の担当が指導をする。個に応じた指導の充実を図り，それぞれの生徒の習熟の程度に応じたきめ細かな指導している。
５　成果と課題
（１）縦割り活動（全学年総合）について
【海南荘への訪問について】

①　　今年度も昨年度と同様，特別養護老人ホーム海南荘を訪問した。前日まで実行委員が中心となって準備を進めていった。異学年集団の中で，助け合ったり教え合ったりする姿が見られた。
②　　当日は，実行委員が司会・進行を務め活躍した。交流会では，合唱やアンサンブルを行った。途中、生徒が入居者の隣に付き、一緒に歌うなどして，海南荘の方に喜んでいただいた。
③　　生徒の表情がやや硬く、おもてなしの心をもち、喜んでもらいたいという意思を前面に出して歌うことができれば更によかった。
【人権平和学習について】
　①　　佐世保空襲の資料館である戸尾プラザで資料を見学し、語り部さんの戦争体験を聞くこともできた。また、長崎原爆資料館とその周辺での見学もできた。様々な体験活動を通して、自分たちの周りの人権や平和についても関心をもとうとする心情が生まれてきた。

　②　　集会は、代表者の発表だけなく、質問したり、投げかけたりする場面があり、全生徒が参加できるよう工夫できた。
　③　　野崎中平和宣言は，事前に検討したり披露したりすることで，深まりを感じることができたと思う。当日の発表だけでは、生徒に浸透させるのが難しく感じた。
（２）学年別活動（学年総合）について　
【職場体験学習について】

①　　３日間の職場体験で，生徒は責任感を持って取り組み，働くことの意義を知り成長できた。
②　　それぞれの生徒が，職場に行くことへの緊張，仕事を覚える・慣れる・考える・感動することなど様々な体験ができた。
　　　【野外宿泊活動について】

①　　自然にふれながら，自分の役割を責任をもって行い，協力し合って目的を達成することの大切さと楽しさを味わうことができた。
②　　野外宿泊学習活動の意義，目的，生活など学級指導を通して，共通理解を徹底させた。
（３）学力充実について

①　　コラム学習の効果として，決められた枠の中で順序立ててまとめて書くことや書くスピードが早くになった。

②　　第３回の漢字ずもうでは，全学年が正答率８０％を超え，２年生では１００％を達成した生徒もいた。
③　　行事等が重なりコラムの時間を削ることが多かったので、時間調整などが必要である。
　　　佐世保市立野崎中学校


　　　　　　佐世保市野崎町２９１６番地


校長　森嵜　眞悟


　　　　　生徒数　１７名　　学級数　３
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